
「国立公園管理計画案（支笏洞爺国立公園、伊勢志摩国立公園及び瀬戸内海国立公園

愛媛県地域）」に対する意見募集の実施結果について 

 

１ 意見募集の周知方法 

（１）記者発表及び環境省ホームページへの掲載 

（２）資料の入手方法 

    窓口配布、インターネットによる上記ホームページの閲覧及び郵送 

（３）意見提出期間 

    平成 21 年８月 17 日（月）～平成 21 年９月 16 日（水） 30 日間 

（４）意見提出方法 

    電子メール、FAX 及び郵送 

（５）意見提出先 

   ①支笏洞爺国立公園：北海道地方環境事務所国立公園・保全整備課 

②伊勢志摩国立公園：中部地方環境事務所国立公園・保全整備課 

③瀬戸内海国立公園愛媛県地域：中国四国地方環境事務所国立公園・保全整備課 

 

２ 意見募集の結果 

（１）意見提出者数 

   ①支笏洞爺国立公園 

 

 

 

 

 

 

 

②伊勢志摩国立公園 

 

   

 

 

 

③瀬戸内海国立公園愛媛県地域 

  提出意見なし 

  

（２）整理した意見の総数 

    ①支笏洞爺国立公園 

    ・今回の管理計画案に係るもの  26 件 

②伊勢志摩国立公園 

  ・今回の管理計画案に係るもの  ２件 

 

３ 意見等の概要と意見に対する考え方について 

①支笏洞爺国立公園    別紙①のとおり 

 ②伊勢志摩国立公園   別紙②のとおり 

 

意見提出方法 数 

電子メール ４通 

FAX ２通 

郵送 ４通 

計 10通 

意見提出方法 数 

電子メール ２通 

計 ２通 



 

  

 

支笏洞爺国立公園管理計画案に対する意見等の概要と意見に対する考え方について 

 

該当箇所 意見の概要 考え方 件数 

1 （事業）ウ単独施

設・羊蹄山避難小

屋【P33】 

①羊蹄山避難小屋の管理は羊蹄

山管理保全連絡協議会ではなく

北海道であるので、「施設管理

は北海道が行い、自然保護監視

活動及び利用者指導等は関係町

村で構成する羊蹄山管理保全連

絡協議会が協力して行っている

～」と修正願いたい。 

①ご意見を踏まえ、「施設管理

は北海道が行い、自然保護監視

活動、利用者指導等は関係町村

で構成する羊蹄山管理保全連

絡協議会が行っている～」と修

文します。 

 

6 

②北海道が所有・管理する既存

の避難小屋は老朽化が著しいた

め、環境省が直轄で建替えを行

う旨を明記すべき。よって、「老

朽化が激しいため、羊蹄山の利

用のあり方を含め関係行政機関

等と検討を図っていく。」では

なく、「老朽化が激しいため施

設整備を図る。また、整備に当

たっては、羊蹄山の利用のあり

方を含め関係行政機関等と検討

を図っていく。」と修正願いた

い。 

②関係行政機関の参画により、

既に羊蹄山避難小屋の再整備

等に係る検討がされていると

ころであり、ご意見を踏まえ、

「老朽化が激しいため、羊蹄山

の利用のあり方を含め関係行

政機関と再整備等の検討を図

っていく。」と修文します。 

 なお再整備の主体について

は、今後の検討によります。 

6 

③ 「応急措置を施し、登山者

の安全を第一に考え建替えを行

う」と修正願いたい。 

避難小屋は、遭難事故防止のた

めにも重要な施設であることか

ら、登山者の安全・安心を担保

するためにも、既存小屋の応急

措置を施すとともに、早急な建

替えが必要ではないか。 

同上。 1 

2 

 

（事業）ウ単独施

設・羊蹄山避難小

屋【P33】 

この計画書の計画期間を明確に

示すべきである。 

公園事業等の取扱に関する事

項として、単独施設等の取扱方

針を記載しています。 

管理計画の変更は、その基とな

る国立公園計画の見直しの機

会に実施することを基本とし

ています。 

5 

別 紙 ①

① 



3 

 

 

（許可）支笏湖・

定山渓(2)道路(5)

河川、治山及び砂

防施設【P21、22】、 

（事業）ウ単独施

設・道路(車道)

【P25】 

（許可）羊蹄山(2)

道路(5)治山及び

砂防施設【P30、31】

（事業）ウ単独施

設・道路(車道)

【P32】 

（許可）洞爺湖(2)

道路(5)河川、治山

及び砂防施設

【P34、35】 

（事業）ウ単独施

設・道路(車道)

【P39】 

（許可）登別(2)

道路(5)河川、治山

及び砂防施設

【P43、44】 

（事業）ウ単独施

設・道路(車道)

【P46】 

①道路、河川・治山・砂防施設

の修景緑化について、「対象地

域周辺に自生する植物」や「道

内産自生種の植物」を使用する

技術やシステムは、現時点で十

分ではない。         

＜共通＞ 

ご意見を踏まえ、支笏湖・定

山渓管理計画区の道路、河川・

治山・砂防施設の修景緑化につ

いて「周辺の植生状況に応じ

て、対象地域周辺に自生する植

物（以下「地域産植物」という。）

による緑化（植物の自然侵入を

促す植生工を含む。）に努め、

これが困難な場合には道内に

自生する植物（以下「道内産植

物」という。）による緑化を行

う。さらに、これが困難な場合

には、国内に自生する植物（以

下「国内産植物」という。）等

による緑化を行う。」と修文し、

同様に羊蹄山、洞爺湖、登別の

管理計画区についての道路、河

川・治山・砂防施設の修景緑化

についても同様に修文します。 

また、各管理計画区の道路

（車道）の修景緑化につきまし

ても、行為許可の道路と同一の

表現に修文します。 

 

 

1 

②河川、治山及び砂防施設の「地

域または道内産植物による緑化

が困難な場合」という表現は災

害復旧などで急速緑化が絶対条

件の場合以外には、種子の入手

が困難であることしか考えられ

ず永遠に地域産の種子による緑

化が進まない。また、「将来的

に地域又は道内産植物に置換さ

れるような緑化を行う」につい

て、そのような緑化技術は未確

立である。        

1 

③公園事業の道路（車道）につ

いて、「数年後に当該種が地域

または道内産植物に置き換わ

り、かつ遺伝的攪乱においても

その心配がない場合」の知見は

尐なく、使って良い外来種が思

いあたらない。 

1 

④緑化における地域又は道内産

植物の緑化は技術的には可能な

水準に達している。しかし、種

子の安定供給については、供給

体制及び品質保証体制に課題が

あるので配慮下さい。 

 

1 

⑤緑化について、許可届出取扱

方針の道路と、河川・治山及び

砂防施設と、公園事業取扱方針

の道路（車道）の記述が異なっ

ている理由が解らない。遺伝子

攪乱という話が書かれています

が施工の際に立証することが困

難かと考えます。統一的で平易

な記述に修正願いたい。 

 

1 



4 （許可）４広告物 

(1)営業用広告物

【P36】 

「原則として自然材料（木材又

は石材）を用い、自然と調和し

たデザインとする。」となって

いるが、ベースになる台座は主

にアクリルやトタンが主であ

り、設置場所により木材や石材

を使った広告物は不可能に近い

ため、ベース色を自然に調和し

た茶色や灰色にし、「可能な限

り自然素材を用いた広告物が望

ましい」、に変更したらどうか。 

「原則として自然材料」として

いるため、設置場所の状況等に

より対応が可能であり、原文の

ままとします。 

 

1 

5 

 

（事業）イ集団施

設地区・洞爺湖宿

舎【P37】 

高層宿泊施設が景観を圧迫して

いる現状をこれ以上広げないた

め、新築又は改築において、低

層宿泊施設にすることを進めて

ほしい。 

この基準は、該当地区での建築

物の高さの上限を定めている

ものです。利用上必要な規模を

確保しつつ、風致に配慮した整

備がなされるよう指導します。 

1 

6 

 

（事業）イ集団施

設地区・舟遊場

【P38】 

近年プレジャーボートが洞爺湖

に集中、騒音問題や暴走行為に

より自然環境悪化が心配。自然

環境保全を見据えた適正利用を

記すべき。 

「４ 適正な公園利用の推進

に関する事項」【P18】におい

て記載しています。 

1 

 

 



 

 

 伊勢志摩国立公園管理計画案に対する意見等の概要と意見に対する考え方について 

 

 該当箇所 意見の概要 考え方 件数 

1 ４）公園事業及び行

為許可等の取扱い

に関する事項 

【P９、10、23、35、

36、37、54、56】 

以前、国立公園を観光したとき

に、枝が邪魔で景色を堪能できな

かったので「展望地点周辺につい

ては、風致景観の維持に留意しな

がら伐採、枝払い等により積極的

な展望の確保に努める。」につい

て、ぜひ積極的にお願いしたい。 

 適正な利用の促進の観点か

ら、事業者に対し適切な指導を

行いたいと考えています。 

1 

2 ４）公園事業及び行

為許可等の取扱い

に関する事項 

【P10、24、38、39、

40、41、56、56】 

観光地へ行く時にはガイドブッ

クを参考にしているが、地元なら

ではの情報が尐ないため、ホテル

や旅館で自然情報や観光スポッ

トなどを紹介いただけるのはと

てもよいサービスだと思います。 

 

 適正な利用の促進の観点か

ら、事業者に対し適切な指導を

行いたいと考えています。 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別 紙 ②

① 


